
・

交
流

ス
テ
ー
ジ
＆

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

北
九
州
市
立
丈
学
鮒
で
は
　
地
域
の
文

芸
活
動
支
援
の
た
め
　
北
九
州
丁
及
び
北

九
州
近
却
を
活
動
の
拠
点
と
し
　
文
芸
活

動
を
行
う
団
体
を
対
ユ
に
　
十央
流
ス
テ
ー

プ
　
ワ
ー
タ
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
．

交
流
ス
テ
ー
ジ
で
は
　
文
芸
活
動
の
発

表
会
　
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
、
前
Ｌ
　
請
減
会

ま
た
は
文
芸
の
張
興
に
関
わ
る
言
器
　
雑

誌
　
書
画
　
写
賞
　
そ
の
他
作
品
の
展
示

な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
　
文
学
文

と
に
関
す
る
笑
会
　
合
許
会
　
読
言
会

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
活
動

（読
み
聞
か
せ

絵
本
や
紙
芝
吊
の
作
成
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
）
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
．

可
動
壁
を
上
う
こ
と
で
収
容
人
数
５
～

酌
名
の
部
層
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
　
皆

を
収
納
す
れ
は
■
に
は
い
会
場
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ど
ち
ら
も
貸
し
出
し
朴
は
無
料
で
す
，

利
用
方
法
や
予
約
な
ど
詳
し
く
は
文
学
館

事
務
宅

（０
９
３
１
５
７
１
　
１
５
０
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ぅ

・

「
北

九

州
文

学

協
会

」
創

立

北
九
州
地
域

の
文
宇
家
が
相
互

の
研
把
と
交
抗
を
日
的
に
１０
■

１２

同

一
北
九
州
丈
学
向
会
」
を
創
立

し
ま
し
た
。
会
員
は
同
人
誌

「
用

人
」
親
集
長

の
向
下
舷
克
さ
ん
≡

会
算

触
人
で
　
会
科

の
発
行

合

干
会
　
計
減
会
な
ど
に
取
組
ま
れ

る
方
■
で
す
。

≡
「作
家
の
自
筆
原
稿
で
た
ど
る

〈文
学

青
春
〉
展
」
イ
ベ
ン
ト

高
樹
の
ぶ
子
さ
ん
講
演
会

（ｔ
員

一百
名
　
入
場
■
村
≡

Ｈ
巌
！
４
月
１７
日
（火
≡午
後
１
時
ヽ
３
時

場
所
一北
九
州
芸
術
劇
場
　
小
削
場

作
家
高
前
の
ぶ
子
さ
ん
と
と
木
馬
長

の
対
談
形
式
に
よ
る
桜
演
会
．
ま

た

高
前
さ
ん
の
作

‐ヽ
朗
読
を
予
定
「

米
申
込
み
方
法
は
、
市
政
だ
よ
り

ヤ・
■
学
館
文
庫

の
出
版

現
在
吉
，
で
は
な
か
な
か
入
手
で
き

な
く
な
つ
た
北
九
州
ゆ
か
り
の
文
字
イ

の
作
品
を
出
成
し
、
虹
売
し
て
い
ま
す
，

福岡県詩大会「秋のFEtt h十九州～扉をヽ して―J
話の朗議会と長合部芸葉こ氏によう議演「経ttつつ
“する私と言葉の (寝場)J 約60人

12月1日 (交茂ステーシ)
北寅富な見学会
目1館長による解説と館内寛学 的 人

12'0日 (交流ステーシ)
2006「第5回″んなの作文 エッセイJ tt1/式(九州
電力株式会社東ヒ九州支店主催)大賞者への賞状娠与
的人

1 2月 1 9日 (ワークステーション)
′ヽ幡高校支芸部竺徒す館長に瑠 , 7大

Ⅲ2月 ,6日 イウークステーション)

草鍵読を李 (月
一回)

テキス トをもとに志 Ⅲ合 っている o大

,2■22日 (交流ステーシ)
NHK「こんにちは卸 ち■んJランオ生中継 インタビ
■― (療長 京町おりの皆さん 清 張の会の皆さん)
元llH(小E‐放連局協団の皆さんによる「案法松の一

生J朗読劇 約 50人

３

月

１５

日
号
及

び

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
に
抱
載
ｔ

実行 2007年 3月1日

北九州市立文字館
■803 0Blコ

北九州市J 篇ヽ北区城内4-|

h‖p/,v ■ヽ■ci,HiOryりヽhujp

口J制●留よ0(;15,日 Л西1追取卜,使う11,日 Jユ州市,市前〔ス,よつ/J 4
口J印加ia市 ■t大手 ラヽン'より2, 口 庫=Hは =■傷帥 りSEE掲 を制 月下ttヽ

■開鶴時間
火―金 930-1900(穴 館は1830まで,
士日税 930～ 13 0ol卜玉1古1730まで1

■林館 日
与道月曖日(月匹日か休日の場合は翌日)
年末年始 第1■

定価ⅢO的 円 (れ込″)

８

醸
躍
醸

11月 23日 (支流ステージ)

同人養「小さい蕨Jの例会 (次号の編集会歳など)6人
Ⅲ2 月 1 7 日 ( ワー クステーシ ョン)

‐‐lti Ⅲ●「己t善善|11語ぢ||―Ⅲ


